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●
気
象
の
状
況

　
本
市
で
の
主
風
向
は
東
の
風
（
陸

風
）お
よ
び
西
北
西
の
風（
海
風
）で
、

風
速
は
年
平
均
値
で
毎
秒
2.6
ｍ
で
し

た
。

●
二
酸
化
窒
素

　
二
酸
化
窒
素
は
空
気
中
や
燃
料
中

に
含
ま
れ
る
窒
素
が
物
の
燃
焼
に
伴

い
酸
化
さ
れ
発
生
し
ま
す
。
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と
つ
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
生
源
は

工
場
な
ど
の
ボ
イ
ラ
ー
や
家
庭
の
湯

沸
か
し
器
な
ど
の
固
定
発
生
源
お
よ

び
自
動
車
な
ど
の
移
動
発
生
源
と
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
工
場
な

ど
に
対
し
て
は
、
低
窒
素
酸
化
物
対

策
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
二
酸
化
窒
素
の
濃
度
の
経
年
変
化

は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

●
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素

　
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と
つ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
主
な
発
生
源
は
自

動
車
、
溶
剤
使
用
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
で
す
。

　
工
場
な
ど
に
対
し
て
、
大
阪
府
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
適
正
な
施
設
の
稼
動
を
指

導
し
ま
し
た
。

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
主
成
分
で
、
窒
素
酸
化

物
と
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
の
光
化
学

反
応
に
よ
り
生
成
す
る
酸
化
物
質
で

す
。

　
ま
た
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
な

ど
の
発
令
回
数
は
、
予
報
６
回
、
注

意
報
１
回
で
し
た
。

　
市
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害

か
ら
市
民
を
守
る
た
め
予
報
な
ど
が

発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
市
内
の
公
共

施
設
に
旗
な
ど
を
掲
げ
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
屋
外
に

出
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
目

や
ノ
ド
に
刺
激
を
感
じ
た
と
き
は
、

水
で
洗
眼
や
う
が
い
を
行
い
、
保
健

所
も
し
く
は
市
役
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
な
ど
の

発
令
回
数
の
経
年
変
化
は
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。

●
浮
遊
粒
子
状
物
質

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
と
は
大
気
中
に

浮
遊
す
る
粒
径
が
10
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
物
質
で
あ
り
、
発
生
源

と
し
て
は
人
為
発
生
源
と
自
然
発
生

源
に
分
類
さ
れ
、
粒
子
の
性
状
（
粒

径
、
成
分
な
ど
）
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
最
近
は
単
に
量
だ
け
で
な
く
性

状
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
濃
度
の
経
年
変

化
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
市
内
に
は
八
軒
川
、
新
川
、
竪
川
、

緑
川
、
安
治
川
の
５
河
川
が
流
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
ほ
と
ん
ど

は
生
活
排
水
や
工
場
排
水
に
よ
っ
て

水
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
５
河
川
の
水
質
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
定
期
的
に
水
質
調

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
水
質
汚

濁
の
代
表
的
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ

（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の
経

年
変
化
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
大
津
川
の
環
境
を
守
る
た

め
昭
和
45
年
に
大
津
川
流
域
（
牛
滝

川
、
槇
尾
川
、
松
尾
川
、
大
津
川
）

の
本
市
、
和
泉
市
、
岸
和
田
市
、
忠

岡
町
の
３
市
１
町
で
大
津
川
水
域
水

質
保
全
対
策
協
議
会
を
作
り
、
平
成

28
年
度
は
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

■光化学スモッグ発生
回数

■二酸化窒素濃度経年変化
（年平均値）

■浮遊粒子状物質濃度の
経年変化（年平均値）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
は
１
回
、

発
令
中
は
公
共
施
設
に
旗
な
ど
掲
出

■
大
気

河
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

大
津
川
が
最
も
低
い
値

■
水
質

　空気・水・音…私たちをとりまく環境の状況はどうなっているのでしょうか？
本市では、市役所６階に設置している大気汚染常時監視システムで大気の状況を調査し
ています。ほか、水質などについて、平成28年度分の調査結果を公表します。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

きれいになった市内の空と川
平成 28 年度版　泉大津の環境

光化学スモッグの発生予報などが出た場合、公共施設に旗などを掲出します。旗の場合、予報のときは緑、
注意報のときは黄色です。なお、施設によっては旗ではなく看板などの周知方法をとることもあります。
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40

大
津
川
水
域
水
質
保
全
対
策
協
議
会

調
査
事
業

▽
大
津
川
（
調
査
地
点
：
南
海
線
大

津
川
橋
梁
）
で
水
質
調
査
を
年
４

回
、
底
質
調
査
を
年
１
回
実
施

▽
河
川
生
物
調
査
は
槇
尾
川
流
域
で

３
か
所
実
施
し
ま
し
た
。

啓
発
活
動

▽
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
悪

水
の
流
入
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

の
有
無
の
確
認
を
実
施
。
ま
た
、

各
河
川
の
主
要
な
場
所
に
、
川
を

き
れ
い
に
す
る
よ
う
啓
発
看
板
を

設
置

工
場
・
事
業
場
指
導
状
況

　
本
市
の
公
共
用
水
域
へ
排
出
す
る

工
場
、
事
業
場
は
「
水
質
汚
濁
防
止

法
」、「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
」、
お
よ
び
「
大
阪
府
生
活
環

境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

工
場
・
事
業
場
に
立
入
調
査
を
実
施

し
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
・
点
検

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
騒
音
・
振
動
を
防
止
す
る
た
め
、

法
律
や
条
例
に
基
づ
き
工
場
や
事
業

場
の
規
制
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
な
ど
の
新
設
に
あ
た
っ
て

は
、
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
お
い

て
特
定
施
設
な
ど
の
届
出
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
騒
音
・
振
動
防
止
に

つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
建
設
作
業
に
つ
い
て

は
、
工
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
付
近

住
民
へ
事
前
に
周
知
を
図
る
よ
う
届

出
の
時
点
で
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
作
業
時
間
、
作
業
方
法
、
低
騒

音
型
建
設
機
械
の
使
用
を
指
導
し
被

害
の
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
公
害
苦
情
の
件
数

は
34
件
で
、
項
目
別
で
は
大
気
汚
染

４
件
、
水
質
汚
濁
７
件
、
騒
音
15
件
、

振
動
０
件
、
悪
臭
８
件
で
し
た
。

　
屋
外
焼
却
は
悪
臭
な
ど
苦
情
の
原

因
と
な
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

　　　　　

　　　　　　

　　　

１時間値の１日平均値が
0.04～0.06ppm までの範囲
内またはそれ以下であること

1時間値の１日平均値が0.10
㎎／㎥ 以下で、かつ、 １時間
値が 0.20 ㎎／㎥以下である
こと 

光化学
オキシダント

二酸化窒素

浮遊粒子状
物質

１時間値の年間最高値は、0.111ppm で
環境基準は未達成
環境基準の長期的評価に係る年間の日平均
値 2％除外値は 0.040 ㎎／㎥ 、年平均値
は 0.019 ㎎／㎥ 、１時間値の最高値は
0.112㎎／㎥で環境基準に適合
環境基準の長期的評価に係る日平均値の年
間 98％値で 0.030ppm、年平均値は
0.014ppmと、環境基準に適合

（参考）大気汚染物質測定結果

■市内河川のBOD経年変化（年平均値）■大津川のBOD経年変化（年平均値）

物質 環境基準（※） H28年度の測定結果

騒
音
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め

事
前
に
指
導
を
実
施

■
騒
音
・
振
動

１時間値が 0.06ppm 以下で
あること

※

環
境
基
準
：
人
の
健
康
を
保
護
し
、

生
活
環
境
を
保
全
す
る
上
で
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準

２月は生活排水対策推進月間です

■
苦
情
の
現
状

公
害
苦
情
は
34
件

騒
音
が
件
数
ト
ッ
プ

　川などの水の汚れのうち約８割が生活排水によるもので
あり、その影響は特に冬期に大きくなります。

○流しの排水口に水切り袋をつけましょう。
○食用油は、流しに流さないようにしましょう。
○食器のよごれは拭き取ってから洗いましょう。
○洗剤は適量を使いましょう。
○浄化槽を正しく管理しましょう。

　一人ひとりの小さな取り組みが、大きな効果につながり
ます。皆さんのご家庭でできることから少しずつ、始めて
みませんか。また、飲食店や旅館などの事業所についても、
同様の取り組みをお願いします。
詳しくは、大阪府の生活排水に関するホームページ
http://www.pref.osaka.lg.jp/kankyohozen/sei-hai/ をご覧く
ださい。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）
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